
Excelを用いた「病院指標」作成の練習

ー初学者限定ー

北海道大学病院

地域医療指導支援センター

藤森 研司

伏見班 2013夏季セミナー

2013.8.9 産業医大



注意事項

• MS-Excel（ピボットテーブルが初めてというレベル）
の初学者のみが対象の演習です。

• 機能評価係数Ⅱに採用されるかもしれない病院評
価指標を念頭に練習します（案と全国集計値につい
ては研究班報告書を参照のこと）。

• 本来の様式１にはDPCコードはありませんが、サン
プルデータではDPCコードを付加してあります。

• 演習はExcel 2007以上を対象に行い、その他のバ
ージョンはサポートしません。

• 二口以上の電源延長ケーブルを１本用意ください。
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Excelによる様式１分析の手順

① 様式１をExcelで開く（コピーでも良い）

② 何らかの方法でDPCコードを付加する（今
回の演習では触れない）

③ それぞれの入院期間Ⅱを付加する

④ 入院日等の文字型データを日付け型に変
換し、加算・減算可能とする

⑤ 各種スコアを文字列関数で適宜分解しつ
つ活用する（今回の演習では触れない）

⑥ フィルター、ピボットテーブルを駆使して指
標を集計する
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今回の演習課題

① 入院日、退院日から在院日数を求める

② 診断群分類点数表からDPC１４桁の入院期
間Ⅱを付加する

③ 各診療科のDPC１４桁を集計し、症例数、平
均在院日数を算出する

④ 症例数の降順でソートする

⑤ 手術のあるDPCでは、手術前日数と手術後
日数の平均を求める（手術１に限定）
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5

サンプルデータ

画面分割で開始行と最終行が
見えるようにしておきましょう
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入院日、退院日から
在院日数を求める

下準備①

同様にして、年齢も求まる



日付けの処理方法①

7

=TEXT(入院日,"#### - ## - ##")

在院日数は（入院日がC2のセル、退院日がD2のセルに書いてあるとすると）、

=DATEDIF(TEXT(C2,“####-##-##”),TEXT(D2,"####-##-##"),"D")+1

あるいは、

=TEXT(D2,“####-##-##”) - TEXT(C2,"####-##-##") + 1

日付けはyyyymmdd型（文字列）で記述されているため、

そのままでは在院日数などを求めることができない。関数
で日付型に変換して演算を行う。



日付けの処理方法②
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「データ」メニューの「区切り位置」機能を使って一気に変
換する方法も便利。
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ただの文字列 日付型として加算・減算
可能
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まず、在院日数（LOS)を追加します（カラム I へ)

在院日数=退院日－入院日＋１
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診断群分類点数表から
入院期間Ⅱを追加する

下準備②



vlookup関数を使う
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Aaa
Ccc
Eee

参照値 戻り値

Aaa ・・・・・ 111
Bbb 222
Ccc 333
Ddd 444
Eee 555
Fff 666
Ggg 777

こ
の
値
①
を
元
に
、

=vlookup(①、列1$行2:列m$行n 、②、0)

参照値を入れて②列目

①

コピーによって参照範囲が変わらないように行番号の頭に＄マークを入れること。

こ
こ
に
デ
ー
タ
を

持
っ
て
く
る

おまじない



DPCコードをキーに入院期間Ⅱを追加する
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H2の値を元に入院期間Ⅱを追加するには、

=vlookup(H2,診断群分類点数表!C$4:K$1575,9,0)

但し、「診断群分類点数表のシート」のC列にDPC14
桁コードが書かれ、そこから８列右側に入院期間II日
数が書かれ、その範囲は４行目～１５７５行目として。

参照の基準となるデータは、範囲の左端にあることが
重要。最後の０はおまじない。
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次に入院期間Ⅱを追加します（カラムJへ)
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在院日数と入院期間Ⅱを最終行までコピー

下準備③



課題： 各診療科のDPC１４桁トップ３を抽出し、
症例数、平均在院日数を算出する
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• ピボットテーブルを作成します。

• 縦軸（行ラベル）は診療科コード、DPC14桁。

• 横軸（列ラベル）はなし。

• 数値（Σ値）は、データの個数、在院日数の平

均、入院期間Ⅱ（平均、最大、最少のいずれも
可ですが、診療科単位の小計もあるのでここ
では平均）

• 症例数の降順でソート

• 小数点の桁を整理すると、出来上がり。
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ピボットテーブルを設定します
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表の縦項目になります。
階層化可能。

横の縦項目になります。
今回は使いません。

集計値。データの個数、平
均、合計など計算できます。
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はい、出来上がり

小数点以下を調整し、症例数の降順でソート
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さあ、課題 「手術のあるDPCでは、手術

前日数と手術後日数の平均を求める（手

術１に限定）」を自分でやってみましょう。


